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� はじめに

情報技術の発達と，ネットワーク環境の普及により
様々な分野で情報技術の利用が進んでいる．教育分野
も例外ではなく，多くの高等教育機関で，教材やシラ
バスデータの電子化が進み，主に���を介して利用
されるようになってきている ����．メディア教育開発
センター �	
��では，電子教材に関するポータルサ
イト ��� を作成し，電子化教材の公開と普及を行って
いる．また，教育情報ナショナルセンター �	
���

では ���，様々な教育情報を収集・公開している．
大学評価や大学改革では教育内容についての情報が
重要になってきている．シラバスは大学の教育内容を
表す重要な情報であると同時に，学術分野全体を表す
知識ベースであると言える．
著者らは���マイニングについての研究を行なっ
てきており，その技術を利用した���シラバスの収
集・統合による教育情報データベース構築を目指して
いる ��� �� �� �� ��．本発表では，構築中のシラバス
データベースについて述べる．

� 関連研究

���上に公開されているシラバスは，各組織が個
別に作成したものであり，書式は統一されていないた
め，系統的な利用は困難である．そこで，各組織が独
自に公開している���上のシラバス文書群を収集し，
科目概要，教科書等の検索が可能なシラバス��を開
発を目指している．
井田，野澤らは，大学評価や教育内容の分析に用い
るために，シラバスの統合とそこからの知識発見につ
いて研究している ���� ��．また，彼らはシラバスを記
述するための���スキーマを開発し，大学評価・学
位授与機構 �	
��から公開している ���．
青野らは，内容が類似している半構造化データ群の
統合についての研究を行なっており，その例としてシ

ラバスの統合を検討している ����．

� 大学シラバスデータベース

本研究では，大学が公開するシラバスを収集・統合
し，知識ベースとしての利用を目指している．その実
現のためには，シラバスの効率的な発見・収集，���

ページ群からのレコード部分の抽出，��への統合，
具体的な知識提示手法の開発が必要である．それぞれ
の機能について，以下で説明する．

��� 発見・収集

���からのシラバス発見および収集 ���について述
べる．まず，��� !�等の一般検索サイトを用いて数十
サイトから���シラバス群を収集した．収集したペー
ジを分析し，シラバスの特徴を現す単語（特徴語）を
抽出した．次に，抽出した特徴語を用い，与えたペー
ジがシラバスであるかどうかを判定する，判定関数を
作成した．
次に，クローリングにより���シラバスの収集を
行った．教育機関の���サイトをクロールし，集め
たページがシラバスであるかどうかを前述の判定関数
により判定した．
クローリングの収集の開始"��は，文部科学省の
サイトにある，国立大学，公立大学，国公私立短期大
学，私立大学，国立高等専門学校のサイトへのリンク
集ページを用いた# これらには国内高等教育機関 �����

校へのリンクが存在している．
なお，収集対象としているファイルは，文書解析プ
ログラムの都合から$%��と&�'文書だけに限って
いる．��()文書や一太郎文書といった形式の文書は
対象としていないため，これらの文書ファイルの収集
は行っていない#

上記のシステムを用い，現在までに �������個のシ

3-203

3P-4

情報処理学会第68回全国大会



ラバス文書ファイルを発見・収集している．なお，そ
のうちの $%��文書は �������個である．

��� 抽出・統合

次に���シラバス文書群からのレコード抽出と統
合 ��� ��について述べる．
著者らは，シリーズ型の$%��文書群から，レコー
ド部分を抽出する手法について研究開発している ���．
「シリーズ型」とは，特定の様式に基づいて作成され
た，同一サイト内に存在するページ群のことを指す．
���シラバスは組織毎に様式が決まっており，その様
式に基づく文書ファイルが科目数分存在するという，
典型的なシリーズ型の文書群である．そのため，開発
した手法を用いることで，レコード部分となるテキス
トを抽出することができる．
また，抽出したシラバスを，	
��シラバス ���

スキーマへ統合することの研究も試みている ���．様々
な様式で書かれたシラバスを，一つの特定の様式に統
合することで，検索や統計といった知識抽出のための
処理が容易になる．

��� 検索

検索については，具体的なシステムが未だ出来てい
ない．そのため，ここでは検索システムの構想だけを
述べる．まず最初に，利用者が入力した検索語を含む
科目を表示するといった，従来の検索システムと同様
のシステムを開発する．
次に，統計的な処理をおこなう検索システムを考え
る．調査・分析をしている研究者からの具体的な要求
としては，国際関係について教育している組織の数を
調べたい，電子教材を公開している組織の数を調べた
い，といった事がある．これらにの要求を実現する検
索システムが必要である．
他にも，知識発見を行う検索システムも開発する．
我々は，「�*+(,-検索」と名づけた多面的分析システ
ムを開発している．また，「概念グラフ」と名づけた，
文書群からの知識発見システムを研究開発している．
これらを用いることで，大量の文書群からの知識発見
が可能になると考えている．

� おわりに

本稿では，���上に存在するシラバスを収集し，デー
タベースとして統合することについて述べた．また，
それを利用した検索システムについて考察も行った．
今後は，本稿で提案したシステムの実装を進める予定
である．
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